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今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 十年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

英語
英語 コミュニケーシ ョン I

(ST英 コミュ)

3

教科書 :ELEMENT English COmmunico市 on I[啓林館 ]

副教材 :徐合英語 Vijon Quesi 3rd Edi市 on[啓 林館 ]

学習の

ね らい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに應じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しようとする。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

など

STコ ‐スの授業です。I年生では、英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習スタイルを早

く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ、「分からない」ことは授業

で解決させること。授業で「分かった」ことを復習で定着させて、しっかり身に付けることが大切です。

評価の観点 矢口識・技能 患考・判断・表現    | 主体的に学習に取 り組お態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ
1場所・目的・状況などに応じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 拍|・ 社会的な話題について、情報や

矢口識・技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した

語の学習を通して、言語の働きや役 |り 迪切に伝え合ったりしている。

害Jな どを理解している。     |

1他者を尊重し、聞き手・読み手:話 し

1手・書き手に配慮しながら、外菌語

聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話した

り書いたりして表現しようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え、批判的に

掘 り下げ、創造する力

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

O課題考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

O課題考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーションの観察

O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到連 目標

矢口識・技能 忌考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

通
期

L I IniernotionoI

Relolionship

L2 Love Beyond Specles

L3 Coniributting lo Our
PIonet

L4 Messoge for World

Peoce

L5 Respectting Eoch

Other

L6 Longuoge ond Cuiture

FRCP  Picttures VVilhou十

Shodows

強弱のリズム・イントネー

ションを聞き取る。

Scidmore's cherry

Treesを読み、概要をとら

えることおヾできる。

本文の内容について、自

分の理解 していることを英

語 でイ云え合うことがで き

る。

相手の持っている情報 を

自分の理解 に取 り込 むこ

とができる。

「桜」について、自分の矢ロ

っていることを英文に書い

て説明することができる。

つながりやすい音・変化し

やすい音を聞き取る。
ペットを友人に預ける際の

注意点を聞き取る。

Christion the Lionを 読

み、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと I

文で表現できる。

ペットとして飼われたライ

オンの物語を読み、その内

容について、リテリングを

イ子う。

Chrisi,9n the Lion σ)ス

トーリーレポートを書く。

消える音・弱くなる者、短

縮形を聞き取る。

使い捨てのビニール袋と

エコバ ン`グのメリット・デメ

リットを聞き取る。

Bye Bye PIostics言売み、

概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと ,

文でオく現できる。

アメリカからの交換留学生

に、ボランティアに参加す

るように誘うメールを書く。

博物館を訪れた生徒に先

生がしている諸注意を聞

き取る。

Twice Bombed,Twice
Surv帝edを 読み、登場人

物の鳶情を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと I

文で表現できる。

二重被爆についての物語

を読み、その内容について

リテリングを行う。

平和 とは何 かについて白

分の生活 を捉えなが ら書

く。

身近な人や物について話

している会話を聞き取る。

Nobody's Perfeciを 言売

み、登場人物のは情をお

さえ、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと,

文で表現できる。

野球の投手と誤審をした

審判についての物語を読

み、その内容についてリテ

リングを行う。

イラストを見て、状況を説

明する。

困難な状況にある友人を

元気づける電子メールを

書く。

ラジオニュースを聞き取

る。

The Povver of Wordsを

読み、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容 を段落 ごと I

文で表現できる

作家のスピーチを読み、そ

の内容についてリテリング

をイ子う。

好きなアニメや漫画、映画

について発表する。

日本文化が楽しめる場所

を例示しながら説明する

文章を書く

モードルイスについての関

連 レポートを聞き、概要を

理解する。

モードルイスについてのエ

ッセイを読み、概要をす里角写

するとともに、メッセージを

くみ取る。

国際ボランティアの案内を

読み、挺要な情報を読み

国際ボランティアヘの参カロ

フォームにX要 事項 を記

入する。1取 り、どのボランティアに

|するかを話し合う。



L7 Technolo9ies ond
Discoveries

L8 Stonding Up for

Humon Rights

CP Applic9tion Form

科学イベントの内容とスケ

ジュールを聞き取る。

Serendipityを 読み、その

概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと |

文で表現できる。

偶然の発見による発明に

ついての英文を読み、その

内容について、リテリング

をイ子う。

電子書籍より紙の書籍を

好む理由を対しヒしながら

書く。

人権を守る試みについて

の会話を聞き取る。

P19ying the Enemy を

読み、登場人物のは情を

おさえ、概晏を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと |

文で表現できる。

ネルソン・マンデラとラグ
ビーについての物語を読

み、その内容についてリテ

リングを行う。

PIoying the Enemyて
｀
人

権 に関する状況が どのよ

うに変わったか を時系列

に沿って書く。

アパートの広告を読み、兇

要な情報を読み取る。

ウエブサイトの情報と親の

希望をもとに、アパートを

借りる際の条件について

話し合い、アパートを決め

る。

アパートの見学の申し込

みフォームに捲要事項を記

入する。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 十年 シラバス

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英語
英語コミュニケーション 1

(U英 コミユ)

3

教科書 :ELEMENT Engish Communicotion I[啓 林館 ]

副教材 :総合英語 Vision auest 3rd Ediヽ on[啓林館 ]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに應じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確

に理解したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しようとする。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

STコ ースの授業です。1年生では、英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習スタイルを早

く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ、「分からない」ことは授業

で解決させること。授業で「分かった」ことを復習で定着させて、しっかり身に付けることが大切て
｀
す。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外口語の 4技能について、実際のコ 1場所・目的・状況などに痣じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 1的
・社会的な話題について、情報や

矢口識・技能を身に付けている。外国 1考 えなどを外国語で的確に理解した

語の学習を通して、言語の働きや役 |り 適切に伝え合ったりしている。

割などを理解している。       |

を尊重し、聞き手・読み手・話し

書き手に酉E慮 しながら、外国語

いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話した

|り書いたりしてオく現しようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見・

解決のための次口識・技能

忌考力 :論理的に考え、批判的に

掘 り下げ、創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

O課題考査

○小テス ト

O授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

O小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

○プ レゼンテーシ ョンの観察

O提 出課題の点検



学期 学習内容
学習の到注目標

矢口識 ・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

通
期

L I Inierngttionol

Relottionship

L2 Love Beyond Specles

L3 Conttribuling tto Our

PIonel

L4 nヽessoge for WOrid

Pe9ce

L5 Respecting Eoch

Otther

L6 Longuoge and Culiure

強弱のリズム・イントネー

ションを聞き取る。

Scidmore's Cherry

Treesを 読み、概要をとら

えることるヾて
｀
きる。

本文の内容について、自

分の理解していることを英

語 で伝 え合うことができ

る。

相手の持っているI暗 報 を

自分の理解 に取 り込むこ

とがて
｀
きる。

本文の内容 について、自

分の理解 していることを英

語で発表することができ

る

「桜」について、自分の矢ロ

っていることを英文に書い

て説明することができる。

つながりやすい音・変化し

やすい音を聞き取る。
ペットを友人に預ける際の

注意点を聞き取る。

Christtion lhё  Lionを 読

み、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと I

文でをく現できる。

ペットとして飼われたライ

オンの物語を読み、その内

容について、リテリングを

イ子う。

ペットを飼いたい子供と反

対する親 という設 定でロ

ールプレイをイ予う。

Christion tthe Lion のス

トーリーレポートを書く。

消える音・弱くなる音、短

縮形を聞き取る。

使い捨てのビニール袋と
エコバッグのメリット・ァメ

リットを聞き取る。

Bye Bye P19slics読 み、

概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容 を段落 ごと |

文で表現できる。

身近な環境 問題 とその解

決策について話し合う。

アメリカからの交換留学生

に、ボランティアに参カロす

るように誘うメールを書く。

博物館 を訪れた生徒に先

生が している諸注意 を聞

き取る。

Twice Bombed,Twice
Surv帝 edを 言売み、登場人

物の′は情を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容 を段落 ごと l

文で表現できる。

二童被爆 についての物語

を読み、その内容について

リテリングをイ子う。

平和 を実現するためには

何が挺妥か、具体的にや

りとりすることがて
｀
きる。

平不口とは何かについて白

分の生活 を提 えなが ら書

く。

身近な人や物について話

している会話を聞き取る。

Nobody s Perfectを 読

み、登場人物の′は情をお

さえ、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと,

文で表現できる。

野球 の投手 と誤審 をした

審判 についての物語 を読

み、その内容についてリテ

リンク
゛
をイ子う。

イラストを見て、状況 を説

明する。

示された状況に沿って、感

謝の気持ちを伝えるととも

に、イ子事に招待する。

困難な状況にある友人 を

元 気づける電子メールを

書く。

ラジオニュースを聞 き取

る。

The Power oflAIordsを

読み、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容 を段落 ごと I

文で表現できる

作家のスピーチを読み、そ

の内容についてリテリング

をイ子う。

好きなアニメや漫面、映 L百J

について発表する。

相 手の話 に対 して、血分

の興味があることを示す。

日本文化が楽 しめる場所

を例 示 しなが ら説 明する

文章を書く



FRCP  Piclures Vげ ithoul

Sh9dows

L7 Technologies ond

Discoveries

L8 Stonding Up for

Human Righis

CP Applic9tion Form

モードルイスについての関

連レポートを聞き、概妥を

理解する。

モードルイスについてのエ

ッセイを読み、概要を理解

するとともに、メッセージを

くみ取る。

国際ボランティアの案内を

読み、X要な情報を読み

取り、どのボランティアに

するかを話し合う。

国際ボランティアの案内を

読み、雖要な情報を読み

取り、どのボランティアに

するかを話し合う。

国際ボランティアヘの参カロ

フォームに挺要事項を記

入する。

科学イベントの内容とスケ

ジュールを聞き取る。

Serendipittyを 読み、その

概要を理解する。

段落の構造を理解する。

偶然の発見による発明に

ついての英文を読み、その

内容について、リテリング

をそ子う。

歴史上最も偉大な発明は

電子書籍より紙の書籍を

好む理由を対しヒしながら

書く。

本文の内容を段落ごとII何か、ペア、グループで話
文で表現できる。 し合う。

人権を守る試みについて

の会話を聞き取る。

Ploying the Enemy を

読み、登場人物のは情を

おさえ、概要を理解する。

段落の構造を理解する。

本文の内容を段落ごと ,

文で表現できる。

ネルソン・マンデラとラグ

ビーについての物語を読

み、その内容についてリテ

リングを行う。

ある人物の経歴につぃて

まとめ、互いの情報をやり

とりする。

PIα ylng the Enemyてち代

権に関する状況がどのよ

うに変わったかを時系列
に浴って書く。

アパ=卜の広告を読み、捲

要な情報を読み取る。

ウエブサイトの情報と親の

希望をもとに、アパートを

借りる際の条件について

話し合い、アパートを決め

る。

アパートの見学の申し込

みフォームに挺妻事項を記

入する。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 ・理数科 十年 シラバス

教科名 科 目宅 (校内名称 ) 単位数 教  材

英語
英語コミュニケーション II

(ST英 コミュ)

|

教科書 :ELEMENT English COmmunic91ion l t啓 林館 ]

副教材 :総合英語 Vision Quesi 3,d Ed骨 ion[啓林館 ]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、「間くことJ「話すこと(や り取り)」

「話すこと(発表)」「書くこと」の 5つの領域において言語活動、及びこれらを結び付けた統合的な言語

活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る

資質・能力を養う。

① 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの矢口識が、実際に英語を用いた言語活動において活用さ

れるようにする。(矢口識・技能)

② コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに應じて、情報を整理して論理的に英語で表現で

きるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考え4どを話したり書いたりしてオく現できるようにする。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

STコ ースの投業です。1年生では、英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習スタイルを早

く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ、「分からない」ことは授業

で解決させること。授業で「分かった」ことを復習で定着させて、しっかり身に付けることが大切です。

評価の観点 矢口識・技能 思考 ,判 断・表現    1 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能について、実際のコ 1場
所。目的・】犬況などに應じて、日常

ユニケーションにおいて活用できる

“

I社会的な話題について、情報や

考 えなどを外国語で的確に理解した

|り 、迫切に伝え合ったりしている。技能を身に付けている。

国語の学習を通して、言語のl動 き

役割などを理解している。

を尊重し、聞き手・読み手・話し

・書き手に配慮しながら、外国語

聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話した

り書いたりしてオく現しようとしている。

育てたい生徒像

(資 質,能 力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

患考力 :論理的に考え、批判的に

掘 り下げ、創造する力

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を子斤(り 返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

○課題考査

O小テス ト

O授業・発オく内容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

O課題考査

O小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーションの観察

O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

通
期

Li cultures Around the

Wo「ld

L2Power ofヽVordS

L3Preconception

FRI The Trbe Story of
Beor Behind VVinnio the

Pooh

異なる文化を持つ人同士

の会話を聞いて、概妥や

詳細を聞き取る。

The Cul十ure Mopを読

んで、概妻や詳細を理解

し、情報を意見と事実に整

理する。

話全体のメッセージを理

解することができる3

文化の違いについての説

明文を読み、その内容に

ついてリテリング行う。

日本への海外留学生との

異文化交流についてその

挺要性について書く。

将来なりたい職業などに

|う いての会話を聞き、概

生き方についてのスピー

チを読み、その内容につい

てリテリングを行う。

スピーチを読んで、これま

でにJせ に残った言葉・励み
になった言葉について言

く。

要や詳細を聞き取る。

Stoy  Hungry,  S,oy
Foolishを読んで、概要や

詳細を理解し、行間を読

む。

話全体のメッセージを理

電子することができる。

思い込みについての会話

を聞いて、概要や詳細を

聞き取る。

Ho"did pin(become a

“Giri's Color″  in
Amettco?を読んで、概妥

や詳細を理解 し、情報を

意見と事実に分類する。

ジェンダーについての説

明文を読み、その内容に

つぃてリテリングをイ子う。

学校行事についてのルー i

ルやマナーについて書く。

小熊と軍人のャS、れあいを

描いた物語を読み、概要

や詳細を理解する。

物語の内容をリテリングす

るとともに、「Winnie the

Poohも の話を読んで、リ

テリングをする。

教科書の話とwinnie tthe

Poohの話で共通に述べ

られているものは何か書

く。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 十年 シラバス

教科お 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英語

英語 コミュニケーシ ョン II

(U英 コミュ)

I

教科書 :ELEMENT En91ish COmmunicolion I[啓 林館 ]

副教材 :総合英語 Vision Ques+3rd Edttion[啓林館 ]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、「聞くこと」「話すこと(や り取り)」

「話すこと(発表)」「書くこと」の 5つの領域において言語活動、及びこれらを結び付けた統合的な言語

活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る

資質l能力を養う。

① 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの矢口識が、実際に英語を用いた言語活動において活用さ

れるようにする。(矢口識・技能)

② コミュニケーションを行う目的や場面、状況などにAじ て、情報を整理して論理的に英語で表現で

きるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現でき冷ようにする。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

など

Uコ ースの授業です。1年生では、英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習スタイルを早く

確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ、「分からない」ことは授業で

解決させること。授業で「分かった」ことを復習で定着させて、しっかり身に付けることが大切です。

評価の観点 次口識・技能 思考・判断 ・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価

の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ 1場 P片・目的・】犬況などに應じて、日常

“

・社会的な話題につぃて、情報や
ミュニケーションにおいて活用て

｀
きる

1考 えなどを外国語で的確に理解した

矢口識・技能を身に付けている。

外国語の学習を通して、言語の働き

や役割などを理解している。

り、適切に伝え合ったりしている。

1他者を尊重し、聞き手・読み手・話し

・書き手に配慮しながら、外国語

聞いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを話した

り書いたりして表現しようとしている。

育てたい生徒l象

(資質.能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

患考力 :論理的に考え、批判的に

掘 り下げ、創造するカ

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力

協働力 :多 様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動 を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

O課題考査

○小テス ト

O授業 ・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

O課題考査

○小テス ト

○授業・発オ(内 容の観察

O授業ノー ト・提出課題の点検

○授業 ,発表態度の観察

○プレゼンテーションの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到連目標

次口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

通
期

LI Culttures Around tthe

Worid

L2Power of Words

L3Preconception

FRI The True SIOry of
Beor Behind llVinnie lhe

Pooh

異なる文化を持つ人同士

の会話を聞いて、概要や

詳細を聞き取る。

The Culture Mopを 読

んでt概 妻や詳細を理解

し、情報を意見と事実に整

理する。

話全体のメッセージを理

角旱することができる。

文化の違いについての説

明文を読み、その内容に

ついてリテリング行う。

日本の習慣について質問

したり、答えたりする。

日本への海外留学生との

異文化交流についてその

雖要性について言く。

将来なりたい職業などに

ついての会話 を聞き、概

晏や詳細を聞き取る。

Stoy  Hwngry,  SiOy
Foolishを読んで、概要や

詳細を理解 し、行間を読

む。

話全体のメッセージを理

解することができる。

生き方についてのスピ=
チを読み、その内容につい

てリテリングを行う。

困っている人や悩んでい

る人に英語でよく使用さ

れるフレ■ズを使って前向

きにする。

スピーチを読んで、これま

でに′はに残った言葉・励み

になった言葉について書

く。

思い込みについての会話

を聞いて、概 要や詳細 を

聞き取る。

How did pink beCOme o

“Giri's Color"  in
Amettc9?を読んで、概要

や詳細 を理 解 し、情報 を

意見と事実に分類する。

ジェンダーについての説

明文を読み、その内容に

ついてリテリングを行う。

ジェンダーに対する先人

観について話し合う

学校行事についてのルー

ルやマナーについて書く。

小熊と軍人のお、れあいを

描いた物語を読み、概妻

や詳細を理解する。

物語の内容をリテリングす

るとともに、「Winnie lhe

Pooh」 の話を読んで、リ

テリングをする。

異なるWinnie the Pooh

の話を読んで、自分の話

の内容を相手に伝える。

教科書の話とWinnie the

Poohの話で共通に述ベ

られているものは何か書

く。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理教科 十年 シラバス

教科名 科 日名 (校内名称 ) 単位教 教  材

英語 論理・表現 I(論理・表現 IS) 2

Vision Questt  English Logic ond Exprё ssiOn I

Advonced(啓林館)

教科書準拠ワークブック (啓林館)

学習の

ねらい

「話すこと(やり取り)」「話すこと(発表)」「書くこと」を中,こ とした統合的な言語活動を通して、コミュ

ニケーションを図るために兇要な発信能力を育成するとともに、論理の構成や展開を考察することで、

情報や考えなどを論理的に工夫しながら伝える能力を養う。

①外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表現、文法の矢口識
を身に付けている。

②場面・目的・状況等に応じて、幅広い話題について、情報や考えなどの概要・詳細・意図を外国語

で的確に理解したり迪切に表現したりしている。

③外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。

授業形態

ア ドバイス

な ど

十年生では,英語の基礎を徹底的に学奢します。予習を捲ず実行して「分かる」ことと「分からない」こ

とを見極めた状態で授業に出席し、学校で学習した内容はその日のうちにワニクブックを用いて復習

して授業で「分かった」ことを定着させるなど、予習・授業・復習という学習スタイルを早く確立すること

が大切です。わからない箇所は参考書を読みながら確記しましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現    1 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

習得すべき矢口識や観念等を理解して 株口識及び技能を活用して課題を解 株口識及び技能を獲得したり、思考
いる。それらを既有の矢口識及び技能 決する等のために雖要な思考力、判 |力 、判断力、表現力等を身に付けた
と関連付けたり,舌用したりする中で、1断力、ォく現力等を身に付けている。 |り することに向けた粘り強い取組の

1中 で、自らの学習を調整しようとして

|いる

l'光 念等として理解したり、技能を習

得したりしている。

育てたい生徒像

(資質'能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

患考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ

表現力 :患考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を1斤＼り返り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○課題考査

○小テス ト

O授業・発表内容の観察

O投業 ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

○課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

○プ レゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学習の到達 目標
学期 学習内容

矢口識 。技能 患考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

LI文の種類

L2文型 と動詞

L3 日寺常」

L4完了形

L5 ニカ動言司

L6受動態

L7不定詞

L8動名詞

L(7 分言司

LiO 関係言司

初対 面で行われる自然な

会話や学校の習慣 を紹介

する表現を学ぶと

学校の文化祭に参加する

留学生との会話 を通 して、

学校生活で行われる生徒

同士のやり取 りの表現 を

学ぶ。

旅行の計画や予定を尋ね

たり伝えたりする表現を学

tSミ 。

趣味や関ミのあることにつ

いて、その経験を尋ねたり、

伝え合ったりする表現を学

相手の発話に適切な応答

をすることができる。また、

多様ななく現を用い、理由を

述べることがて
｀
きる。

賛成・反対の意思を示した

り、聞き取れなかったことや

理解できなかったことを聞

き直したりすることができ

る。

会話の相手を激励したり、

励ましたりすることができ

る。また、計画したり、予定

したりいることを伝え合うこ

とがて
｀
きる。

これまでの経験や初めて

の経験について、様てな表

現を用いて尋ねたり、伝え

たりすることおドできる。

会話の相手に許可を求め

たり、依頼することができ

る。また、義務や兇要性を

伝えたり、過去の事柄を回

想したり、自省することが

できる。

様々な表現を用いて、原因

や影響について表現するこ

とができる。また、喜びや驚

きの感情を表すことができ

る。

頻繁に使用される表現を

学び、会話の相手に感 1晴

を迪切に伝えることができ

る。

相手を誘ったり、申し出た

りするを、現を使うことがで

きる。また、相手に物事を

適切に推薦することができ

る。

人や物事 について情報 を

カロえて詳 しく説 明すること

ができる。また、判断の本Fく

拠 を示す表現 を使 用 して

論理的に伝えることができ

る。

人や物 事、経緯 を詳 細 に

説明したり、宮い換 えや妻

約することができる。

将来や進路について、自分

の意見や考えを伝えたり、

相手に尋ねたりする表現を

学,Sミ 。

日常生活で発話される生

徒同士の自然な会話の流

れを学び、自分の感情や

物事を詳細に表現すること

おヾて
｀
きる。

げられる友人同士の自然

な会話のやり取りから、感

情を表す様々なオ、現を学

誕生 日会を舞合に繰り広 i感謝・謝ヨ平_・ 弁解する際に

スポーツチームについて発

話される会話からチームに

誘ったり、見学を勧めたり

する表現を学ぶ。

留学生とのやり取 りから、

メディアを通じたコミュニケ
ニションについて意見を述

べたり、情報 をカロえて詳 し

く説明する会話を学ぶ。

日本や他国の文化や習わ

しについてのやり取りから、

日本特有の言葉や文化、

また異文化について紹介

したり、その違いについて

述べる会話オく現を学tSミ 。

自分やパートナーのクラブ

活動を紹介できる。

文化祭に行く予定につい

て話し合うことができる。

旅行の経験にっいて詳細

1こ 言舌すことおヾて
ヾ
きる。

スポエツや音楽の経験 に

つヽヽて伝え合うことができ

る。

将来の夢について伝え合

うことおヾできる。

自身の買い物について詳

細に伝えることができる。

受 け取った贈 り物 につい

て詳細に伝えることができ

る。

スポーツをすることの利点

について発表することが

て
｀
きる。

自分自身や自身の性格に

ついて発表することができ

る。

日本の文化や人たちにつ

いて紹 介することがで き

る。



学期 学習内容
学習の到逹 日標

矢口識・技能 患考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

LII比較

L12仮定法

フェアトレード(公正取 引)

について話 され る会話 か

ら、物事 を提案 したり、相

手の発言 を称賛する仕 方

を学vSミ 。

提案する表現や称賛する

表現を学び、迫切な提案と

受け答えができる。

国際問題 について自分の

考えを伝え合うことができ

る。

日本の社会問題について

話されるやり取りから、自

分の意見や考えを伝えた

り、相手の助言を求める会

話を学tSミ 。

助言や願望を表す様々な

表現を学び、相手や自分

の立場に応じた迫切な助

言を求めたり、伝えたりす

ることができる。また、願望

をオくし表現を使い自分の

意志や要望を伝えることが

できる。

日本の社会問題について

自分の意見を発表するこ

とができる。

備考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 十年 ソ フ ス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教  材

英語 論理・表現 I(論理・表現 IU) 2

Vision Questt  English Logic ond Expression I

Advanced(啓林館 )

教科書準拠ワークブック (啓林館)

学習の

ねらい

「話すこと(や り取り)」「話すこと(発表)」「書くこと」を中はとした統合的な言語活動を通して、コミュ

ニケーションを図るために捲要な発信能力を育成するとともに、論理の構成や展開を考察することで、

情報や考えなどを論理的に工夫しながら伝える能力を養う。

①外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表現、文法の矢口識
を身に付けている。

②場面。目的・状況等に応じて、幅広い話題について、情報や考えなどの概要・詳細・意図を外国語

で的確に理解したり迫切に表現したりしている。

③外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。

授業形態

ア ドバイス

など

十年生では,英語の基礎を徹底的に学習します。予習を雖ず実行して「分かる」ことと「分からない」こ

とを見極めた状態で授業に出席し、学校で学習した内容はその日のうちにワークブックを用いて復習

し、授業で「分かった」ことを定着させるなど、予習・授業・復習という学習スタイルを早く確立すること

が大切です。わからない箇所は参考書を読みながら確認しましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価

の
基
本
的
な
考
え
方

得すべき矢口識や観念等を理解して 識及び技能を活用して課題を解 識及び技能を獲得したり、思考
る`。それらをR元 有の矢口識及び技能 1決する等のためにX要 な思考力、判 |力 、判断力、表現力等を身に付けた

と関連 付 tナた ,
, 活 用 した :

) する中で 1断 カ 表現 カ等 を身 t 付 tすて t る
1,

する とに 向 iナた粘 :
, 強 ヽ 取 組 の

念 等 と して 理 角學した 技 含ヒを習 1中 で 自らの 学 習 を調 整 じよつ として

したりしてヽヽる。 |いる

育てたい生徒像

(資質.能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動 をオ斤くり返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

○投業 ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

○課題考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察

○プレゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学習の到連 目標
学期 学習内容

矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

LI文の種類

L2文型 と動詞

L3 B寺 常」

L4完 了形

L5助動詞

L6受動態

L7 不定言司

初対面で行われる自然な

会話や学校の習慣を紹介

するオ、現を学ぶ。

学校の文化祭 に参加する

留学生との会話 を通 して、

学校生活で行われる生徒

同士のやり取 りの表現 を

学予Sミ。

旅行の計画や予定を尋ね

たり伝えたりする表現を学

,こミ。

趣味や関鳶のあることにつ

いて、その経験を尋ねたり、

伝え合ったりする表現を学

,sミ 。

将来や進路について、自分

の意見や考えを伝えたり、

相手に尋ねたりする表現を

学,Sミ 。

誕生日会を舞合に繰り広

げられる友人同士の自然

な会話のやり取りから、感

情を表す様々な表現を学

,sミ 。

相手の発話に適切な応答

をすることができる。また、

多様な表現を用い、理由を

述べることができる。

賛成・反対の意思を示した

り、聞き取れなかったことや

理解できなかったことを聞

き直したりすることができ

る。

会話の相手を激励したり、

励ましたりすることができ

る。また、計に面Jし たり、予定

したりいることを伝え合うこ

とがて
｀
きる。

これまでの経験や初めて

の経験について、様々な表

現を用いて尋ねたり、伝え

たりすることがて
ヾ
きる。

会話の相手に許可を求め

たり、依頼することができ

る。また、義務やX要 性を

伝えたり、過去の事柄を回

想したり、自省することが

できる。

感謝・謝罪・弁解する際に

頻繁に使用される表現を

学び、会話の相手に感情

自分やパートナーのクラブ

活動を紹介できる。学校

のルールや好きな科 日に

ついて、理由や具体例な

どをカロえて説明て
Sき

る。

文化祭に行く予定につい

て話し合うことができる。

普段の生活や自分の部屋

にあるものについて、具体

例や情報を挙げて説明す

ることるヾできる。

旅行の経験について詳細

に話すことができる。最近

週末にしたことや予定して

いることについて、具体的

に詳細を書いて伝えること

おヾできる。

スポーツや音楽の経験に

ついて伝え合うことができ

る。行ったことのある場所

や初めて何かを経験 した

時のことについて、考えや

気持ち、具体例 を挙げて、

イ云えることができる。

将来の夢について伝え合

うことができる。家のルー

ルや小学生の頃のこと、ま

たいつかしてみたいことに

ついて、自分の主張 に情

報や考え、気持ちなどを通

切な理 由や根拠 を加えて

書 いて伝 えることがで き

る。

受け取った贈り物につい

て詳細に伝えることができ

る。自分の夢、高校生が日

日常生活で発話される生 様々な表現を用いて、原因

徒同士の自然な会話の流 |や影響について表現するこ

れを学び、自分の感情や

物事を詳細に表現すること

がて
｀
きる。

自身の買い物について詳

細に伝えることができる。

とができる。また、喜びや驚 |お薦めの小説や最近驚い

きの感情を表すことができ たことについて、情報や考

え、気持ちなどを適切に書

いてイ云えることおヾて
ヾ
きる。

る。

を迪切 に伝えることができ1常 生活で行うべき大切な

る。 こと、日常生活でしないよ

うに気を付けていることに

ついて、自分の意見や主

張などを迪切な理由や根

拠と共に書いて伝えること

がて
｀
きる。



学期 学習内容
学習の到達 日標

矢口識・技能 患考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

L8動名詞

L9分詞

LIO関係詞

日 Iしヒ較

L12仮定法

スポーツチームについて発 1相 手を誘ったり、申し出た

話される会話からチームに |り する表現を使うことがで

誘ったり、見学を勧めたり|き る。また、相手に物事を

する表現を学tSミ 。    1迫 切に推薦することができ
iる 。    ‐

スポーツをすることの利点
について発表することがで

きる。得意なスポーツや活

動、楽しみにしていることに

ついて、情報や具体的を

カロえて詳細に書いて説明

することができる。

留学生とのやり取りから、

メディアを通じたコミュニケ
ニションについて意見を述
べたり、情報を加えて詳し

く説明する会話を学ぶ。

人や物事について情報を

加えて詳 しく説明すること

ができる。また、判断の根

拠を示す表現を使用して

論テ里白uにイ云えることおヾて
ヾ
き

る。

白分自身や自身の性格に

ついて発表することができ

る。家族や友人と撮った写

真や日本人の一般的な特

徴について、具体例や詳

細な情報 を加えて文章を

書いて伝えることができ

る。

日本や他国の文化や習わ

しについてのやり取 りか

らt日 本特有の言葉や文

化、また異文化について紹

介したり、その違いについ

て述べる会話オく現を学ぶ。

人や物 事、経緯 を詳細 に

説明したり、宮い換えや妥

約することができる。

日本の文化や人たちにつ

いて紹介することができ

ると家族や友だちの紹介や

今あなたに挺要なもの、ど

んな国 [市、町]に 住みた

いかについて、論理の展

開を工夫しながら詳細に

i伝 えたり、意見や主張の適

切な理由やなF(拠 とともに

文章を書いて伝えることが

できる。

フェアトレード(公正取引)

について話される会話 か

ら、物 事 を提案 したり、相

手の発宮を称賛する仕方

を学しSミ。

提案する表現や称賛する

表現を学び、適切な提案と

受け答えができる。

国際問題について自分の

考えを伝え合うことができ

る。本と映画どちらに興味

があるか、また最も幸せな

ときについて、自分の主張

の理由や根!拠 を加えて、詳

しく説明することができる。

日本の社会問題 について

話されるやり取 りから、自

分の意見や考えを伝えた

り、相手の助言を求める会

話を学ぶ。

助言や願望を表す様々な

表現を学び、相手や自ノノ」＼

の立場に應じた適切な助

宮を求めたり、伝えたりす

ることができる。また(願望

を表し表現を使い自分の

意志や要望を伝えることが

て
｀
きる。

日本の社会問題について

自分の意見を発表するこ

とおヾできる。タイムマシーン

があったら過去と未来どち

らに行きたいか、また自分

や家族に望むことについ

て、意見や主張の理由や

根拠を具体的に示して、伝

えることおヾできる。

備考


